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１．緒言 

筆者が今まで受けてきた体育授業の中で、

充実感が得られた授業とそうではなかった

授業がある。この経験から、体育授業におい

て充実感が得られるということと、その得ら

れた充実感の度合いが授業に対する意欲に

大きく関係していることに気付いた。また、

教師が子どもの充実感を得ている実態を認

識していることも重要である。そこで、体育

授業において子どもたちが充実感を得てい

る実態と教師が考えている子どもたちの充

実感が不一致だと、子どもの学習意欲低下に

つながったり、子どもに合った指導が難しく

なったりするのではないかとの考えから本

テーマに取り組むことにした。 

本研究では、「体育授業において子どもた

ちがどのようなことで充実感を得ているの

か」と、「教師が考える子どもの充実感」に

ついて調査し、その結果から、男女差や年齢

差による子どもの充実感の違いなども明ら

かにする。さらに、子どもに充実感を与える

ために、教師はどのように指導を行うべきな

のかを提案したい。 

２．研究方法 

本研究の調査対象は、奈良県の中学校２校

の全生徒 897 名(男子 453 名 女子 444 名)、

保健体育科の教員６名であった。 

教師用のアンケートは、体育授業において

子どもたちが感じている充実感についてど

うように考えているのかを調査した。中学生

用のアンケートは、実際に体育授業で生徒た

ちが得ている充実感について調査した。 

３．結果と考察 

調査結果から、生徒が充実感を得ている実

態と教師が考えている生徒の充実感はどち

らの中学校も一致し、筆者の理想の結果とな

った。充実感の質の違いとして、女子は「友

達と共に活動するとき」に充実感が得られや

すい。それに対し男子は「ゲーム感覚の授業

をするとき」に充実感が得られやすいことが

明らかになった。また、年齢差による充実感

が得られる理由については、13 歳が「新しい

運動や内容に入ったとき」、15 歳が「友達と

一緒に活動するとき」という違いが現れた。

生徒の調査結果から、充実感が得られる体育

授業の要素として、「運動ができるという感

覚を十分に味わわせること」「グループ活動

を取り入れること」「授業開始以前に生徒た

ちの運動能力の把握ができていること」「生

徒が楽しく学ぶことができること」の４つの

条件を導き出した。 

４．まとめ 

 生徒が充実感を得られる体育授業につい

て４つ要素を導き出したが、どれも教師が常

に心掛けておかなければならない基本的な

条件である。特に「運動が出来る感覚を味わ

わせること」は、保健体育教師にとって常に

達成しなければならない課題でもある。また、

充実感に年齢差、男女差があることについて

も認識しておかなければならない生徒の実

態である。本研究で得られた成果をもとに、

子どもの実態を把握しながら、充実感が得ら

れる体育授業を作っていきたいと考えてい

る。 
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